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八幡別院参拝 

 先日真宗佛光寺派別院の一つである、八幡別院(滋賀県近江八幡市)へ参詣してきました。推

古天皇二十七年に聖徳太子が開基であると伝えられております。当時は阿弥陀寺と号されていまし

たが、現在は日牟礼山西方寺と号されています。延徳元年～明応元年の四年間諸国に疫病が蔓

延しました。当時の佛光寺門主光教上人は将軍の請により、十三幅の阿弥陀如来絵像と現世利

益和讃を十三ヵ村惣中に下付され、現在も十三仏廻り念仏として十三ヵ村が持ち回りで法要を勤

めておられます。その中には八幡宮もあり、お宮の拝殿にて毎月仏事が勤まっています。 

 とても立派な本堂と、神仏習合という日本宗教の原点に触れる貴重なご縁となりました。 

          (事務局記) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後の予定 

日時：７月２３日（水）午後１時半～   日時：９月１７日（水）午後１時半～ 

場所：西徳寺 星月の間       場所：西徳寺 星月の間 

法話：「暮らしの中の仏教」        法話：「暮らしの中の仏教」 

最高顧問 大谷 義博          最高顧問 大谷 義博 

蓮井 邦宗       蓮井 邦宗 

 

今月の川柳 

・紙とペン 探してる間に 句を忘れ  ・味のない 煮ものも嫁の おもいやり 

令和 2年 1月 

第３８６号 

令和 7年 7月 

  

八幡掘めぐり(右)と八幡別院の本堂(下) 

八幡別院：滋賀県近江八幡市孫平治町 

一丁目十六 


